
「巴錦」 

   

「岩崎城 菊花大会」 

岩崎城では、毎年菊花大会を開催しています。岩崎城の公園内にテントが設置

され、市内の方々が手塩にかけて育てた菊の花が展示されます。観覧無料でお楽

しみいただけますので、ぜひお散歩がてら秋のお花見にお越しください。 

(期間中 9：00～16：30 まで開場) 

 

   

今
年
の
大
河
ド
ラ
マ
も
佳
境
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。舞
台
と
な
る
土
地
へ
旅

行
に
行
き
、自
分
の
肌
で
歴
史
を
感
じ
る
こ
と
も
ま
た
楽
し
み
方
の
１
つ
だ
と

思
い
ま
す
。今
年
で
言
え
ば
鎌
倉
が
舞
台
の
中
心
で
す
か
ら
、日
進
市
か
ら

行
こ
う
と
思
う
と
少
し
距
離
が
あ
り
ま
す
。 

さ
て
、来
年
の
大
河
ド
ラ
マ
の
主
人
公
は
「
徳
川
家
康
」
。こ
こ
２０
年
で
戦

国
時
代
を
舞
台
に
し
た
の
は
９
作
品
で
す
。そ
の
う
ち
岩
崎
城
に
と
っ
て
重
要

な
戦
で
あ
る
小
牧
・長
久
手
の
戦
い
に
直
接
か
か
わ
る
人
物
は
２
０
０
２
年
の

前
田
利
家
と
２
０
１
４
年
の
黒
田
官
兵
衛
ぐ
ら
い
。小
牧
・長
久
手
の
戦
い
も

大
き
く
扱
わ
れ
て
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
、徳
川
家
康
は
小
牧
・長
久

手
の
戦
い
に
お
い
て
確
実
に
長
久
手
市
ま
で
来
て
お
り
、岩
崎
城
の
城
主
で
あ

る
丹
羽
氏
次
と
関
わ
り
が
あ
っ
た
こ
と
も
、徳
川
家
か
ら
の
褒
美
や
資
料
な

ど
か
ら
わ
か
り
ま
す
。家
康
に
と
っ
て
も
岩
崎
城
は
縁
の
あ
る
場
所
で
す
。 

岩
崎
城
は
小
牧
・長
久
手
の
戦
い
が
起
こ
っ
た
頃
に
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

土
塁
や
空
堀
が
今
も
残
り
ま
す
。戦
国
時
代
の
空
堀
が
し
っ
か
り
と
残
る
お

城
は
尾
張
地
方
で
は
実
は
少
な
く
、貴
重
な
場
所
な
ん
で
す
。戦
国
時
代
の

堀
は
ど
ん
な
も
の
だ
っ
た
の
か
。ぜ
ひ
岩
崎
城
に
来
て
、堀
底
に
下
り
て
、そ
の

深
さ
を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。 
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「岩崎城歴史講座」 

講座の募集は一回ごとに行います。

詳細は当館ウェブサイトや日進市

広報にてご案内します。 
 

【募集期間】 
①「猿投窯と常滑焼の関係」 

 １０月１日（土）から 
 

②「岩崎城と松平清康」 

１２月３日（土）から 
 

参加費無料 定員 30 名 

市内在住・在勤・在学の方優先 

(市外の方も可) 

①「猿投窯と常滑窯の関係」 

１０月１６日（日）１３:３０～１５:００ 

令和４年度夏の特別展「にっしん焼

き物ヒストリー」にて展示予定の NN-

G-47、48 号から出土した甕片。これ

は常滑焼の影響下で作られたと考

えられています。今回はとこなめ陶

の森資料館の小栗氏にお越しいた

だき、猿投窯から常滑窯に至る歴史

を常滑焼を中心に紹介します。   

 

 

 

 

 

 

②「岩崎城と松平清康」 

１２月１８日（日） １３:３０～１５:００ 

岩崎城は元々織田信秀が築城した

とされ、尾三国境の最前線の城でし

た。今回は岩崎城初期の姿、そして

その岩崎城を攻めた松平清康につ

いて紹介します。 

 

 

 

 
 
 

 

「勾玉を作ろう」 
１１月３日（木・祝）１４：００～１５：００ 

申込 １０月１８日（火）～ 

ネット申し込み こちらから 

定員 １５名 

参加費 ５００円 

勾玉は、古代、装飾用に身につけ

たもので、祭祀にも用いられたと

いわれます。古代のアクセサリー

勾玉を作ってみましょう！ 
 

「はじめての水墨画教室」 

１０月３０日（土）  

１３：３０～１５：３０ 

【募集期間】 

１０月９日（土）～１０月２９（日） 

参加費 １００円 

お城で水墨画を体験してみませ

んか？水墨画の基礎を学ぶため

に描かれる四君子（竹、梅、菊、蘭）

には菊が含まれます。菊花大会で

本物の菊を見学して水墨画を描

いてみましょう。 

 

 

「にわさきくん」 

10 月２日(日)・10月 23日(日) 

11：00～11：15、14：00～14：15 

にわさきくんがお出迎えします。

出陣日にはにわさきくんのキャラ

印も頒布しています。ぜひ遊びに

おこしください！ 
 

イベント参加はすべて無料です。ぜひ岩崎城へおこしください。 

 

 
◆開館時間 

9：00～17：00 

 

◆休館日 

月曜日 

(祝日の場合は開館) 

12 月 28日～1月 4日 

 

イベント情報 

 
 



 

秋
の
岩
崎
城 

  

第
36
回 

「日
進
市
菊
花
大
会
」 

 

今
年
も
菊
花
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。岩
崎
城
址
公
園
内
に
大

輪
の
菊
や
艶
や
か
な
山
菊
な
ど
、様
々
な
種
類
の
菊
が
そ
ろ
い
ま
す
。

秋
の
花
・菊
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

■
期
間 

10
月
29
日(

土)
～
11
月
13
日(

日)  

9
時
～
16
時
30
分 

■
観
覧
無
料 

 

   

 

 
城郭史上の岩崎城 

来年の大河ドラマで徳川家康が主人公になる

ことを受け、家康ゆかりの城である岩崎城をテー

マに特別講演会を開催します。今回は主に岩崎城

の縄張りや遺構にスポットライトを当て、城郭研

究の第一人者である中井均先生にお話しいただ

きます。 

開催日：11 月 26 日（土）13：30～15：00 

場所：日進市民会館小ホール 

申込：・日進市の方 先行申込 

 10 月 14 日(金)から、往復はがきで申込み  

・一般申込（先着）  

10 月 29 日(土）から  

予約サイト 

で申込み👉 

 

 

詳しくは 

岩崎城ホームページを 

ご覧ください！ 

岩崎城刀劇隊 ミニ剣術道場 

岩崎城刀劇隊による剣術体験です。 

簡単な刀の扱い方、剣舞やポーズなどを 

練習します！ 

剣術道場では「岩崎城侍大将への道」カード

も配布しています。参加回数でどんどん位が

上がり出世していくスタンプカードです！ 

本格的な剣術を習ってみませんか？ 

 

10月 16日（日） 

11：00～／14：00～ 

 

1回 30分程度、参加無料・定員なし 雨天中止 

詳しくはホームページをご覧ください。 

 



                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                  

 

 

 

四
、五
十
年
ほ
ど
前
ま
で
、岩
崎
に
は
荷
車
用
の
馬
を
飼
う
家

が
あ
り
、各
字 あ

ざ

に
馬
が
数
頭
飼
わ
れ
て
い
た
。そ
の
馬
の
毛
色
は
、黒

や
茶
、栗
毛
の
馬
ば
か
り
で
白
毛
（葦
毛

あ

し

げ

）は
い
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
。 

岩
崎
城
が
落
城
し
た
時
、城
主
・氏
次
の
弟
・氏
重
の
乗
っ
て
い
た

馬
が
白
毛
で
あ
っ
た
。氏
重
は
白
馬
の
上
で
鉄
砲
ま
た
は
弓
を
放
つ

指
揮
を
と
り
、そ
の
弾
ま
た
は
矢
が
敵
将
・池
田
恒
興
の
馬
に
当
た

っ
て
恒
興
は
落
馬
し
て
し
ま
っ
た
。烈
火
の
如
く
怒
っ
た
恒
興
は
岩

崎
城
攻
め
の
命
令
を
出
し
た
。結
果
、池
田
軍
の
猛
攻
を
う
け
て

岩
崎
城
内
の
兵
全
員
が
討
ち
死
に
す
る
と
い
う
悲
劇
と
な
っ
た
。 

そ
の
後
、丹
羽
家
で
は
白
毛
の
馬
を
嫌
っ
て 

代
々
飼
わ
な
か
っ
た
と
伝
わ
る
。こ
れ
に
よ
り
、 

岩
崎
村
の
民
家
も
白
毛
の
馬
を
飼
わ
な
か
っ
た 

と
い
う
。飼
え
ば
必
ず

禍
わ
ざ
わ
い

が
あ
る
と
い
う
言
い 

伝
え
が
あ
り
、白
毛
の
馬
を
忌 い

み
嫌
う
よ
う
に 

な
っ
た
と
い
う
。 

 

 

◆ 

館
長 

村
田
信
彦
さ
ん 

◆ 

 

『
白
毛
の
馬
は
飼
わ
な
い
』 

 

       

  

岩
崎
城 

職
員
紹
介 
岩
崎
城
に
ま
つ
わ
る
民
話 

冬
の
企
画
展 

「激
戦
！
岩
崎
城
の
戦
い 

若
き
英
雄
・丹
羽
氏
重
」 

 

岩
崎
城
の
戦
い
で
池
田
軍
を
足
止
め
し
、長
久
手
の
戦
い
で
の
家
康
の
勝
利
を
導
い
た
丹

羽
氏
重
。そ
ん
な
氏
重
の
行
動
や
活
躍
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当
て
て
、岩
崎
城
の
戦
い
の
全

貌
を
紹
介
し
ま
す
。丹
羽
家
の
史
料
を
中
心
に
展
示
、小
牧
・長
久
手
の
戦
い
の
解
説
も
行

い
ま
す
。 ■

展
示
期
間 
12
月
10
日(

土)

～
1
月
15
日(

日)  

9
時
～
17
時 

 

出
身   

滋
賀
県 

好
き
な
城   

岩
崎
城
、安
土
城 

好
き
な
武
将   

織
田
信
長 

好
き
な
食
べ
物   

寿
司 

専
門
分
野  

岩
崎
丹
羽
家
一
族
、日
進
市
史 

ひ
と
こ
と   

信
長
が
好
き
で
愛
知
県
に
来
て 

20
年
以
上
経
ち
ま
し
た
。今
は 

日
進
市
の
歴
史
を
日
々
勉
強
で
す
。 

  

 


